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東の空に見えます 
 皆既月食の中心時刻は、
19時55分頃です。左の図
はその時刻の空の様子です。
高さは30゜くらいなので、
あらかじめ見晴らしのよい
場所を見つけておきましょ
う。皆既月食中の暗くなっ
た月の周りには、星ぼしが
見えるはずです。 

国立天文台による予報時刻 
月食の始まり   18時15分 
皆既月食の始まり 19時25分 
皆既月食の終わり 20時25分 
月食の終わり   21時35分 

 この写真は、2011年12月に見えた皆既月食です。月は、いつも左側から少しずつに欠けていきま
す。これは、月が地球の周りを回る運動(公転)の方向を示しています。すっぽり隠れた皆既月食のと
き、月は真っ黒にならず、暗いオレンジ色に見えます。太陽の光の中で、赤い光が地球の大気を通り
抜け、照らしているからです。 

月食が起こるわけ 

 地球は太陽の周りを回り、月は地球の周りを回っています。
太陽と反対方向には地球の影が長く伸びています。この影に
月が入り込むと、月食が起こります。月食が起こるのは満月
の時です。でも、いつも満月の時に月食になるわけではあり
ません。月が地球を回る道すじ(軌道)は、少しだけ傾いてい
る(約5゜)のです。月食は世界中のどこかで、1年間に2回ほ
ど見られますが、今度の月食でいちばん見やすい地域は、私
たちの日本です。 

[ 文・写真・図の構成 ] 
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